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1階のトレーニングセンターにはモックアップのほか
にワークショップスペースも設けられ、実務と座学を
融合しながら学べる

協力会社の熟練技能者などを講師に迎え、本物の
資機材に触れながら実作業を体験する
※当施設では、基礎RC造・地上RC造・PCa造・S造
   の実物の一部を再現した構造体

東洋一高い建物として鹿島が1970年に施工した
「世界貿易センタービルディング本館」の上棟梁を

解体に伴い譲り受け、展示している
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宿泊室には、部屋ごとに鹿島グループのかたばみが保有
する北海道・尺別山林の4種の広葉樹を使用。それぞれ
の木の質感や香りによるリラックス効果が得られる。

研修生は1年次、3年次、5年次の技術系社員のほか、
グループ内からも受け入れている。夜には年次を超えた
懇親会が開かれることも。

昼食・夕食メニューは
3種類から事前に選択し、
好きな場所で食事をとれる。
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鹿島テクニカルセンター

中地様 当施設は2022年12月に竣工し、
3か月の試運転を経て、2023 年 4 月に
オープンしました。鹿島には他にも研修
施設がありますが、この施設には「個人と
して責任ある行動をとり、自分たちで全て
をやる」という思いを込めています。例えば
食事も数種類のメニューから自分で決め
て、配膳して片付ける。そんな自己管理の
習慣を培う場です。

水野　私は立ち上げ時から担当しています
が、鹿島建物では施設の設備管理や清掃
のほか、研修生に提供する食事の補助業務
を請け負っています。食事はセブン＆アイ・
フードシステムズ（現・デニーズジャパン）
で調理されたものを取り寄せていますが、
これまでにない新しいシステムを一から
構築する挑戦でした。例えば、新入社員
研修では80人が来ることが決まっています
が、研修によっては 10 人といった少人数
の場合もあります。少人数の場合でも配送
してもらえるのかなど、協力会社との折衝
やチーム内での運用ルール作りが大変でし
た。

平川　現在の日常業務としては、アクト・
テクニカルサポートさんが研修生への食事
のサポートを、One Teamさんが研修や
見学の予約管理と事務全般を行っています。

中地様 開設から2年が経ち、おかげさま
で施設の稼働率は 80％を超えています。
今年の新入社員研修では 80 室の定員の
ところ、近隣ホテルも活用して120 名を受
け入れました。今年から鹿島グループ会社
の研修も始まっており、利用者は増加の
一途です。そのため、研修カリキュラムの
見直しを行い、研修日数を短縮するなど
して受け入れの体制を整えています。

平川　研修生の食事時間を30 分ずらして
運用するなど、フレキシブルに対応して
います。最近では、大学生や企業、近隣の
高校や中学校の見学も増えてオペレーション
が複雑化していますが、各社のスタッフが
緊密に連携することでミスなく運用すること
ができています。

片山 予約業務や食事補助業務など、
これまでにない業務を一からトライアンド
エラーで構築してきたので、会社を超えて
スタッフの仲が非常によく、働きやすい環境
が整っています。

中地様 居室のインロック対応や、チェック
アウト後の忘れ物確認なども鹿島建物さん
が迅速に対応してくれているので、私ども
も研修生も大変助かっています。

片山 1 年次に来た研修生が 3 年次に
また研修で戻ってきて、我 ス々タッフのこと
を覚えてくれていることがうれしいです。改め
て、ホスピタリティの大切さを実感しました。
「Heart＆Technology」の精神を体現して
いる現場だと思います。

平川 ここでは、ロボットや iPad、CAFM、
サーモカメラ、ハイパースコープなどのデジ
タルツールを活用しています。また、鹿島
建設さんと一緒に新しい建物管理技術にも
チャレンジしています。技術だけでなく事業
内容など、新しいことに積極的にチャレンジ
できる現場です。

片山 設備に関しても、この施設自体が
意欲的な建物なので、例えば照明などは
さまざまなメーカーのものを採用しています。
その分、管理は難しいですが、やりがいが
あります。

中地様 鹿島テクニカルセンターは今後
さらに受け入れ人数が増えることが予測
されますが、新しい挑戦を続け、引き続き
施設運営にご協力をお願いします。若手
社員の成長や社会貢献に寄与できる施設
をめざしていきたいですね。

写真左より

鹿島建物総合管理
横浜支社　建物管理2部
鹿島テクニカルセンター
管理事務所
片山 修平

鹿島建設
建築管理本部　専任部長
鹿島テクニカルセンター
校長　中地 啓 様

鹿島建物総合管理
横浜支社　建物管理2部
鹿島テクニカルセンター
管理事務所
所長　平川 敦

鹿島テクニカルセンターでは、鹿島、鹿島建物、アクト・テクニカルサポート、
One Team の 4 社を中心に協同で施設の運営を行っている。鹿島グループの連携
で新たに挑む最新研修施設の立ち上げとこれからの展望を聞いた。

    中地校長の発案で、鹿島建物
の管理事務所メンバーが鉄筋組
立てを体験。普段の設備管理で
は見ることのない構造体の知見
を広げる機会となった

    電気や空調など、設備機器
のモックアップも完備。実際に研修
でも用いている

    キッチンカーでできたて
の食事が運ばれてくる

    研修生は自分の部屋
番号の棚に置かれたおかず
をピックアップし、自分で
ご飯を配膳する
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鹿島テクニカルセンター

鹿島建物



鹿島建物総合管理　横浜支社　
片山 修平

アクト・テクニカルサポート
近田 裕子

アクト・テクニカルサポート
長倉 美登里

鹿島建物総合管理　横浜支社　
平川 敦

鹿島建物総合管理　横浜支社　
梅林 裕介

コウリョウ
佐藤 輝貴

コウリョウ
溝口 美香

OneTeam
小沼 愛

OneTeam
荷口 沙由里

OneTeam
小野寺 悠里

鹿島建物総合管理　横浜支社
小杉 成亜

一致団結してスムーズな施設運営
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鹿島テクニカルセンター
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